
２０１２  January  No．34 （1 月 1 日発行） 

         

  

 
発行 小田原市栄町 2－13－3（株）伊勢治書店３F ギャラリー新九郎  木下泰徳 

メール配信サービスご希望の方は右記アドレスへお申込みを e-mail:kinoshita@iseji.net 

新年明けましておめでとうございます。人々の『希望』の詰まった新年が明けました。お陰さまで新九郎も、地域の皆様に愛されるギャラリーとし

て、16 年目を迎えることが出来ました。今年もアートを愛する皆様の展覧会が楽しみな 1 年となりそうです。誰もが気軽に立ち寄り、豊かな時間を過

ごしていただける、文化の香りのするギャラリー新九郎でありたいと心新たにしています。 

日本中が厳しい時代にある中、私たちの街小田原は、少しずつ動き始めている兆しを感じています。自治基本条例の施行と重なるように「自分たち

の街をよりよい街にしよう」と言う思いで始めた「長谷川潾二郎展」がいよいよ始まります。多くのご協賛と同じ思いを持つボランティアに支えられ

実現した「長谷川潾二郎展」は、「市民力」と「協働」から生まれた展覧会でもあります。「良い絵を楽しむ喜び」「豊かな場のある幸せ」を一人でも多

くの方々と共有したいと願っています。 

         新新新九九九郎郎郎   111 月月月ののの展展展覧覧覧会会会のののごごご案案案内内内                              近隣・友の会会員の展覧会情報   

           

                    新九

郎トフェスティバル 2011 

                    
          ＆パーティー 

                            ヴァイオリン、ギターによる音楽の夕べ 

                               2011 年 12 月 23 日(金・祝)                          

                               開場 17:30 演奏 18:00-19:00 
                               パーティー 19:10-20:00 

                                 (作家を囲んでの歓談をお楽しみください。) 

 

 

 

 

 
                            

                           ギター    ヴァイオリン  ギター      

                            永倉功    梅本加奈子   宍戸忠夫 

                                 

                               ［参加費］ 2000 円 
                                ☆売チケット取扱い 伊勢治書店本店１F ｶｳﾝﾀｰ 

                                                  〒250-0011小 

会 期 

展覧会名 
見どころ 

1/11(水)～16(月) 

第二回 

ほのかの会水彩画展 

出展者 

加藤和信 

加藤美千代  

小林 謙 

宍戸忠夫 

進藤 武 

鈴木敬子 

多田杉彦 

中村 敬 

新見博司 

林 克己  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小田原近郊を歩きながらスケッチし、描きあげ

た作品を肴に楽しみ、味わい呑んでおります。 

1/18(水)～30(月）  

常設展（木下泰徳） 

 風景・静物・人物等の 

水彩画 約 40 点 

1/20(金) 

新九郎デッサン会 

 18:15-20:45 

コスチューム、固定ポーズ 

会費 1500 円 

会期・展覧会名 会場 

1/11(水)～23(月) 

大谷英昭 水彩画展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

1/12(木)～16(月) 

西相美術新春展 

アオキ画廊 

0465-23-5624 

1/11(水)～2/6(月)火曜休廊 

新春 富嶽展 

お堀端画廊 

0465-23-7819 

1/11(水)～16(月) 

Art Now 2012 

ぎゃらりーぜん  

0463-83-4031 

1/7(土)～22(日)  

第 4 回新春をひらく心展 

すどう美術館 

0465-36-0740 

1/14(土)～ 31(火) 

北村憲司彫刻展 

ギャラリーさざれ石 

0463-67-9662 

～1/10(火)  

広瀬玲子個展「白と色」 

ナラヤカフェギャラリー 

0460-82-1259水第４木休 

1/28(土)29(日) 

杉崎早雲セレクト展 

ギャラリー城山 

0465-30-2950 

1/2(月)～31(火) 絵手紙二人展

(曽根猛、羽田昭三) 

はげ八鮨 

0465-22-0945 

小小小田田田原原原怪怪怪獣獣獣散散散歩歩歩 若林寧人

子供の頃から大好きな怪獣で、大好きな故郷小田原の名所や風景を紹介す

るイラストシリーズ  好評の小田原怪獣散歩、残念ですが最終回となります 

                                                     最終回は小田原 
駅。以前の三角 
屋根の愛らしい 
駅舎も好きだった 
が、怪獣が襲う 
のなら断然今の 
方が絵になる。 
実はこれを第一 
回目に載せるつ 
もりだった。ところ 
がその直後に大 

震災が起きてしまって、内容的にもう少し穏やかなものに差し替えた 
のだ。ニュースで見た建物の天井落下の映像が、この絵を描く時に 
色々イメージした壊れ方とあまりに似ていたのには慄然とした。実際 
余震でこの大提灯が揺れるので、真下の部分が立入禁止になったく 
らいだ。必然的に破壊描写を伴う怪獣画のあり方について考えさせ 
られた一年でもあった。この場を与えていただいた事に感謝したい。 
さて来る５月に新九郎で我々(秘)小田原ジャンクションの｢小田原絵 
札展｣が開催される。この連載に使った作品はまとめて展示する予 
定なので、皆様是非御来場を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだ少しお席があります。お申込
みください。（定員になり次第、締切となります） 

 
申込先：郷土文化館(12/29-1/3 は休館) 

1/4～1/6  0465-23-1377 
●講演会：参加無料（展示をご覧になる場
合は入場券が必要です。） 

●ギャラリートーク：入場券が必要となり
ます。 



       長谷川潾二郎展 
あの猫に会いたい 

2012.1月7日(土)～1月30日(月) 会期中無休 
主 催／長谷川潾二郎展実行委員会(おだわら ミュージアム プロジェクト・小田原市) 
入場料／一 般 500 円 (前売り 400 円) 大高生 300 円 中学生以下無料 
会 場／松永記念館 本館・別館(小田原市郷土文化館分館) ℡.0465-22-3635 
開催時間／9:00～17:00(入館時間 16:30 まで) 
■平塚市美術館館長代理(兼)学芸主管 土方明司氏による 
講演会（定員 40 名）1/7(土) 14:00～15:30 
ギャラリートーク（定員 20 名）1/14(土)14:00～約 40 分 

申込先：小田原市郷土文化館 0465-23-1377（定員になり次第締切とさせていただきます。） 
[前売りチケット取扱い] 1 月 6 日まで 
伊勢治書店本店(小田原銀座通り)・ダイナシティ店(ロビンソン)・プラザ店(イトーヨーカドー)・二宮店・辻堂店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●長谷川潾二郎展 ボランティアスタッフが作品の魅力を語ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乾魚 
六年前、友人から「猫」の葉書をもらいエピソードをきいた。知らな

い画家だったが、なんとも幸せな絵でずっと壁の隅にはって眺めてい
た。一作年、平塚での「長谷川潾二郎展」ではじめて潾二郎さんのたく
さんの作品と出会った。実物をみてしか描かなかった人だというのに、
幻想的な景色、日常的な品々のひとつひとつの凄い存在感、さわってみ
たくなる。茶碗や花びんの艶の美しいこと、モデルの選び方や組み合わ
せが面白い、構図のとり方も興味が尽きない。「目の前にある現実の美
しさ」を改めておもう。見慣れた花たちも陶器の花びんの中に不思議な
納まり方だ。「猫」で感じた静かな幸せ感が会場全体を包む。絵を描い
たり（キミコ方式で）観たりが好きで絵画展へも出かけるがこんな印象
は、はじめてかな。二度、三度と平塚へ足を運んだ。「また来たよ」と
入口で目礼した猫たちに、１年半でまた会えるとは、夢のよう。 

ボランティアスタッフ 濱 悦子 
 

長谷川潾二郎展開催にあたって 

一昨年、平塚市美術館を皮切りに全国四か所の公立美術館で巡回展が開催され、大好評を博した長谷川潾二郎展が、この度

小田原ゆかりの方のご好意により開催できることとなりました。長谷川潾二郎は画壇には属さず活動し、一般にはなじみの薄

い作家ですが、画廊主であり美術エッセイストで知られた州之内徹の「気まぐれ美術館」で紹介され、知られるところとなり

ました。昨年の全国巡回展により評価は一層確かなものとなっています。このような優れた作家の展覧会を小田原で開催でき

ることはほんとうに幸運なことと思います。 

 長谷川潾二郎の絵は身近な風景、卓上の静物等を画題とし、わかりやすく親しみがあります。また、目の前のものを描きな

がら現実を超えた不思議な魅力を湛えています。温もりのある静かで澄んだ画は、見る人に安らぎを与えます。 

美しい庭園と数寄屋建築を備えた「日本の歴史公園１００選」にも選ばれた松永記念館の散策とともにお楽しみいただけれ

ば幸いです。 

おだわらミュージアムプロジェクト 代表幹事 木下泰徳 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

函館風景 

この「函館風景」を描いた当時長谷川潾二郎は２３歳。

函館新聞主筆の父、丹下左膳の作者として知られている兄

海太郎、二人の弟も文学者、作家という一家に育ち、文学、

美術、音楽と芸術全般にわたってその才能を発揮できる場

所を模索していた時期の佳品である。薄暗い曇り空を背景

として、抑えた色調で静物画のように建物を配しており、

ハイライトになっている雪の白と相まって、見る者に非日

常的な静寂感を感じさせる。 

後年現実と非現実が混在すると評された彼の静謐な風景

画の原点がここにある。 

                     ボランティアスタッフ 野口 誠
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落
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